
□ これからの都市において、地域の健康やくらしの豊かさをどのように捉え直すべきだろう？

□ 私たちはそれをどのように森之宮の地域で実践していけるだろう？

2,600戸近くの世帯が住まう団地、約6,000人の学生・教職員が集う大学キャンパス、

大阪城公園をはじめとする自然、医療や健康に関連する様々な施設。

大阪の他のどのまちとも異なる、「暮らすまち」としての新しいまちのあり方のヒントが

森之宮には溢れているかもしれません。

このような問いをテーマに、ゲストをお招きした座談会を開催します。

メイントーカー

樋口 由美さん（大阪公立大学 Well-being共創研究センター／リハビリテーション学研究科）

塚原 洋彦さん（UR都市機構西日本支社 大阪エリア経営部）

下村 周作さん（UR都市機構西日本支社 都市再生業務部）

辻田 拓司さん（ほとりで コミュニケーター／URリンケージ西日本支社）

モデレーター：小島 和人（ロフトワーク／FabCafe Osaka）

開催概要

日時：2026/1/27 (火) 13:00~14:45

会場：UR森之宮ビル1F ほとりで

参加費：無料／予約不要

主催：ほとりでパートナーズ

イベントに関するお問い合わせ先：

ロフトワーク（ほとりでパートナーズ）太田｜

lw_morinomiya@loftwork.com
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